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83回日本公衆衛生学会．札幌．2024年 10月 

11. 三宅 康史、青木 藍、小林 諭史、福田 吉治、清水 康之．救急医療における自傷・自殺未

遂症例のレジストリ運用：20 年の歩みとその役割．第 83 回日本公衆衛生学会．札幌．2024

年 10月 

12. 山田卓也、根本裕太、植田拓也、佐藤慎一郎、武田典子、小澤初美、石川ひろの、福田吉

治、北畠義典、荒尾孝．地域在住高齢者におけるニュース、娯楽情報、健康情報および地

域活動に関する情報収集の頻度と手段 健康関心度別の比較．ヘルスコミュニケーションウ

ィーク，横浜．2024年 9月 

13. 福田吉治、井上まり子、山田卓也．公衆衛生を学んだ医師はどこへ行く？ 帝京SPH修了生

の調査から．第 56回日本医学教育学会．東京．2024年 8月 

14. 杉本九実、山田卓也、西沢蓉子、小澤千枝、石川ひろの、福田吉治．健康無関心層の定義

と健康関心度尺度．第 32回日本健康教育学会学術大会、長野．2024年 7月． 

15. 山田卓也、杉本九実、西沢蓉子、小澤千枝、石川ひろの、福田吉治．健康関心度尺度の短

縮版について．第 32回日本健康教育学会学術大会、長野．2024年 7月． 

16. 久地井寿哉、黒田藍、伊藤常久、木下ゆり、伊東尚美、佐藤香菜子、福田吉治．”ふれあい

の赤いエプロンプロジェクト”の展開によるコミュニティレジリエンスの回復エンスの回復～

男の料理教室：岩手県陸前高田市の 1 事例．第 32 回日本健康教育学会学術大会、長野．

2024年 7月． 

17. 黒田藍、木下ゆり、久地井寿哉、伊東尚美、佐藤香菜子、石井なつみ、鍋谷照、福田吉治．

ふれあいの赤いエプロンプロジェクトの展開におけるプロジェクトマネージメント～ト～課題



 

 17 / 24 

 

へのアプローチ方法と従事者の意識．第 32回日本健康教育学会学術大会、長野．2024 年

7月 

18. 石川ひろの. 患者参加医療における共同意思決定の役割と課題 共同意思決定とは何か?

どう促進できるのか? 第 16 回日本ヘルスコミュニケーション学会学術集会．横浜．2024 年

9月 29日．（シンポジウム） 

19. 石川ひろの. 健康行動の変容を促す「ナッジ×ヘルスリテラシー」 情報発信側に求められる

ヘルスリテラシー. 第 4回日本ヘルスリテラシー学会学術集会. 横浜．2024年 9月 29日．

（シンポジウム） 

20. 石川ひろの. 在住外国人診療には「やさしい日本語」‐取り残されがちな方々とのコミュニケ

ーション‐ コミュニケーション教育における「やさしい日本語」の有用性. 第56回日本医学教

育学会大会．東京．2024年 8月 9日．（シンポジウム） 

21. 石川ひろの. ヘルスリテラシーの今までとこれから  ヘルスリテラシーに関する国際的な

動向について. 第 32回日本健康教育学会学術大会．長野．2024年 7月 7日.（シンポジウ

ム） 

22. 石川ひろの. がん・感染症・災害におけるリスクコミュニケーション 協働に向けたコミュニ

ケーションのために. 第 9回日本がんサポーティブケア学会学術集会、埼玉、2024年 5月

19日.（シンポジウム） 

23. 後藤英子, 石川ひろの, 奥原剛, 岡田宏子, 常住亜依子, 香川由美. 日本の一般従業員に

おける定期健康診断後の二次健診への受診行動に関連する要因の検討(前向きコホート研

究). ヘルスコミュニケーションウィーク 2024．横浜. 2024年 9月 28日. 

24. 宮脇梨奈, 加藤美生, 河村洋子, 石川ひろの, 岡浩一朗. コロナ禍におけるがん情報探索

行動の特徴. ヘルスコミュニケーションウィーク 2024．横浜. 2024年 9月 28日. 

25. 岩澤尚人, 山口雄士, 大南尚, 古川恵美, 岡田宏子, 奥原剛, 木内貴弘, 石川ひろの. 脳

卒中リハビリテーションに関するオンライン情報の理解と行動しやすさの評価 内容分析. 

ヘルスコミュニケーションウィーク 2024．横浜. 2024年 9月 29日. 

26. 加藤美生, 宮脇梨奈, 大野直子, 石川ひろの, 秋山美紀, 河村洋子, 奥原剛, 木内貴弘. 

行動につなげるソーシャルメディア活用ツールキット SM4BC(日本版)の作成. ヘルスコミュ

ニケーションウィーク 2024．横浜. 2024年 9月 29日. 

27. 伊藤優真, 石川ひろの. 動物病院で勤務するスタッフに向けたコミュニケーション研修後の

変化の調査. ヘルスコミュニケーションウィーク 2024．横浜. 2024年 9月 28日. 

28. 中村萌香、石川ひろの、角谷雄哉. 主人公の食卓―NRF9.3を用いた日本のスポーツアニメ

登場食品のスコアリング―. 日本スポーツ栄養学会第 10 回大会. 埼玉. 2024 年 9 月 21

日. 

29. 中村萌香、石川ひろの、角谷雄哉. 主人公の食卓―NRF9.3 を用いたメディアにおける食・
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栄養表現の評価の試み―.  第 71 回日本栄養改善学会学術総会. 大阪. 2024 年 9 月 6

～8日. 

30. 渡邊清高, 紺野久美子, 堀田晶子, 石川ひろの, 村上勲, 古屋洋子, 臼井千惠, 大久保由

美子. 医療系学部合同「医療コミュニケーション」演習におけるチーム医療・多職種連携の

教育効果. 第 56回日本医学教育学会大会．東京．2024年 8月 9日． 

31. 大西恵理子, 石川ひろの, 伊藤香, 植村健司, 中川俊一, 湯浅美鈴, 大内啓. The Feasibility 

and Enduring Impact of Virtual Communication Skills. 第 56回日本医学教育学会大会．東京．

2024年 8月 10日． 

32. 三木祐子, 黒臼恵子, 石川ひろの. A大学看護学生の 1年次コミュニケーション授業におけ

る COVID‐19 パンデミックに伴う影響の検討. 医学教育. 第 56 回日本医学教育学会大会．

東京．2024年 8月 10日． 

33. 香川由美, 石川ひろの, 孫大輔, 奥原剛, 岡田宏子, 上野治香, 木内貴弘. 患者のストーリ

ーテリングを聴く授業による「患者への共感」の学習効果 前後比較研究. 第 56 回日本医

学教育学会大会．東京．2024年 8月 10日． 

34. 坂本昌彦, 鈴木明日香, 石川ひろの. 教えて!ドクターアプリを介した情報提供が保護者の

ヘルスリテラシーに与える効果の検証. 第 127回日本小児科学会学術集会．福岡．2024年

4月 20日 

35. 寺田万莉奈, 島津太一, 齋藤順子, 小田原幸, 大槻曜生, 矢口明子, 宮脇梨奈, 口羽文, 

石川ひろの, 藤森麻衣子, Kreps, Gary L. . 日本人の HPVの認知や知識の年齢、性別、社会

経済状況による格差 INFORM Study 2020. 第 34回日本疫学会学術総会．大津．2024年 2

月 2日． 

36. 山地太樹，田栗正隆，口羽文，澤田典絵，後藤温，岩崎基，津金昌一郎．日本人男性におい

て肥満と大腸がんとの関連を媒介する脂肪細胞由来ホルモンの重要性：多目的コホート研

究．第 35回日本疫学会学術総会，高知．2025年 2月 12‐14日． 

37. 松﨑恵子，西澤美紀，渋谷克彦，口羽文．日本の周産期医療におけるリトドリン塩酸塩処方

の現状と地域間差‐オープンデータを活用した地域相関研究‐ 第 17 回日本早産学会学術

集会．岡山．2024/11/2 

38. 宮脇梨奈，岡浩一朗，大槻曜生，斎藤順子，矢口明子，口羽文，藤森麻衣子，島津太一．が

ん情報源としてのマスメディアの信頼と関連要因：INFORM Study2020．第 83 回日本公衆衛

生学会総会．北海道．2024/10/29‐ 31. 

39. 湯脇恵一，飯田聖子，小田原幸，齋藤順子，口羽文，谷口千枝，中村正和，島津太一．健診

の場での健康相談と禁煙治療受療との関連、短時間禁煙支援実施の阻害要因．第 83回日

本公衆衛生学会総会．北海道．2024/10/29‐ 31. 

40. 山田真善，斎藤豊，山田滋美，近藤裕子，口羽文，浜本隆二，柴田大朗．大腸病変の鑑別に
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対する内視鏡AIの医療機器承認を目的とした性能評価試験―DESIGN AI‐03試験－．第107

回日本消化器内視鏡学会総会．東京．2024/5/30‐6/1． 

41. 貞廣良一，口羽文，櫻町円香，中原理佳，平山貴敏，柳井優子，小川祐子，茅野 綾子，三

島菜乃，松元和子，梶原佐保，菊池友佳，和田佐保，寺田立人，山口順嗣，志水陽一，大平

新吾，田中伸之，近藤夏子，松岡 弘道．免疫チェックポイント阻害薬と脳以外に対する放射

線治療による精神症状のリスク： 後ろ向き観察研究．第 29 回日本緩和医療学会学術大

会・第 37回日本サイコオンコロジー学会総会 合同学術大会．神戸．2024/6/14‐15. 

42. 高橋 宗康. コロナ禍で行動リスク評価の個人へのフィードバックは、将来のリスク行動を変

えない. 第 83回 日本公衆衛生学会総会. 札幌. 2024年 10月. 

43. 田邊裕, 郡 尋香, 高橋 宗康, 他. COVID‐19 が保健所等に勤務する公衆衛生医師の離職

に与えた影響. 第 83回 日本公衆衛生学会総会. 札幌. 2024年 10月. 

44. 大澤正樹, 丹野高三, 小笠原邦昭,,, 高橋 宗康, 他. 岩手県北部地域在住者の外因死に

関連するリスク要因探索. 第 83回 日本公衆衛生学会総会. 札幌 2024年 10月. 

45. 大澤正樹, 丹野高三, 小笠原邦昭,,, 高橋 宗康, 他. 禁煙期間が悪性新生物死亡と循環器

死亡に与える影響. 第 60回 日本循環器病予防学会. 東京.  2024年５月. 

46. 山本 藍,宮田 敏,北沢 貴利    COVID‐19 流行が脆弱性骨折後患者の受診の中断に影響

をもたらした因子の解析    日本骨粗鬆症学会雑誌    Sep‐24 

47. 遠藤 めい,田中 紫茉子,山戸 淳,古川 正樹,熊谷 瞬,宮田 敏,志保 美月,中谷 絵理子,黄

倉 崇    過活動膀胱治療薬服用による脳ムスカリン受容体占有率に基づいた認知症発

症リスク解析    日本老年泌尿器科学会誌    Apr‐24 

48. 高濱 博幸,後岡 広太郎,宮田 敏,林 秀華,井上 巧,薄田 海,大山 宗馬,白戸 崇,高橋 潤,

下川 宏明,安田 聡    Association of Body Mass Index with Ten‐Year Outcomes in Pre‐Clinical 

Asymptomatic Stage A/B Heart Failure: Insights from the CHART‐2 Study(タイトル和訳中)    日

本循環器学会学術集会抄録集    Mar‐24 

49. 井上 巧,後岡 広太郎,宮田 敏,白戸 崇,林 秀華,大山 宗馬,薄田 海,高濱 博幸,高橋 潤,

下川 宏明,安田 聡    Rehospitalization Frequency and Prognostic Implications in Chronic 

Heart Failure: Insights from the CHART‐2 Study(タイトル和訳中)    日本循環器学会学術集会

抄録集    Mar‐24 

50. 井上まり子. 多様な働き方と労働安全衛生の課題.  シンポジウム 14 政策法制度委員会

シンポジウム「労働安全衛生法の課題と展望、現場目線で再考する」 第 34 回日本産業衛

生学会全国協議会. 君津. 2024年 10月 5日. 

51. 井上まり子. MPH のコンピテンシー：日本モデル作成の経緯と今後の公衆衛生大学院教育.  

シンポジウム 33 公衆衛生系大学院教育におけるコンピテンシー教育とその評価. 第 83

回日本公衆衛生学会. 札幌. 2024年 10月 29日. 
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52. 武井ますみ、宮田敏、井上まり子、髙橋謙造．急性期病棟における高齢者への退院支援と

施設入所の関連．第 29回日本老年看護学会 高知 2024年 6月 29日. 

53. 田中惣太郎、井上まり子、山岡和枝. 児童相談所職員を対象にした一時保護再発リスク評

価票の評価者間信頼性評価. 第 83回日本公衆衛生学会 札幌 2024年 10月 29日. 

54. 井上まり子、錦谷まりこ、鶴ケ野しのぶ、矢野栄二．働き方の多様化と労働者のメンタルヘ

ルスの関連―ギグワークを含めた分析より―. 第 83 回日本公衆衛生学会 札幌 2024 年

10月 29日. 

55. 山本友也, 中野智紀, 星佳芳, 上野悟, 松田彩子, 西大明美, 鈴木明日香. 地域医療ネット

ワークシステムの効果と評価研究. 第 62 回日本糖尿病学会関東甲信越地方会, 栃木, 

2025年 2月 8‐9日. 

56. 響谷学, 五月女達也, 鈴木明日香. 高齢者での慎重な投与を要する薬剤の処方数の時系

列的傾向：日本人外来患者の全国医療保険請求データの反復横断分析. 第 45回日本臨床

薬理学会学術総会, 埼玉, 2024年 12月 13日‐14日. 

57. 五月女達也, 鈴木明日香. 日本人乾癬患者における精神疾患併存の記述疫学的研究. 日

本臨床疫学会第 7回年次学術大会, 東京, 2024年 11月 2日‐3日. 

58. 安達美佐, 山岡和枝, 渡辺満利子, 鈴木明日香, 丹後俊郎. 生活習慣改善スキル向上へ

の「スキルチェック表」評価の信頼性と妥当性に関する研究. 第 83 回日本公衆衛生学会総

会, 北海道, 2024年 10月 29‐31日. 

59. 武内一真, 西村由美子, 松原孝宜, 鈴木明日香, 旦慎吾, 松浦正明. がん細胞株ハイコン

テント画像経時測定データに基づく細胞周期予測モデルの構築. 2024年度日本計量生物学

会年会, 福岡, 2024年 5月 10‐11日 

60. 金森悟，河口謙二郎，辻大士，井手一茂，菊池宏幸，白井こころ，山北満哉，甲斐裕子，近

藤克則．高齢者におけるラジオ体操と要介護および認知症との関連：JAGES コホート研究．

第 83回日本公衆衛生学会総会．札幌．2024年 10月 

61. 村田朱理，金森悟，田淵貴大．健康への関心と COVID‐19 の感染および重症化の関連：

JASTIS研究．第 83回日本公衆衛生学会総会．札幌．2024年 10月 

62. 渡部桃佳，河口謙二郎，井手一茂，近藤克則，辻大士，金森悟，山北満哉，中込敦士．学生

時代の団体での運動習慣と高齢期の歩行時間、スポーツの会参加 ＪＡＧＥＳ２０１６．第 83

回日本公衆衛生学会総会．札幌．2024年 10月 

63. 中田由夫，金森悟，吉本隆彦，月野木ルミ，鍵直樹，海塩渉，塩満智子，和田彩，吉葉かお

り，甲斐裕子．テレワーカーの身体活動、筋骨格系健康、職場環境改善に向けた介入試験：

研究デザイン．第 83回日本公衆衛生学会総会．札幌．2024年 10月 

64. 小島原典子，今村幸太郎，江口尚，金森悟，谷直道，榎原毅．産業保健領域におけるデジタ

ルヘルスを活用したメンタルヘルス一次予防指針．第 83回日本公衆衛生学会総会．札幌．
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2024年 10月 

65. 竹内由夏，飯塚玄明，井手一茂，河口謙二郎，辻大士，金森悟，LINGLING，近藤克則，中込

敦士．高齢者のスポーツ観戦は、スポーツの会新規参加のきっかけとなるか？「みる」スポ

ーツと、「ともに」行うスポーツとの関連．第 65回日本社会医学会総会．久留米市．2024年8

月 

66. 吉川悦子，金森悟，久保善子，高見澤友美，中谷淳子．産業看護職の産業看護実践能力な

らびにコンピテンシーに関するスコーピングレビュー．第 97 回日本産業衛生学会．広島．

2024年 5月 

67. 和田彩，甲斐裕子，金森悟，川又華代，楠本真理，吉葉かおり，村松祐子，藤井悠也，荒尾

孝．全国上場企業におけるテレワーク従業員に対する労務・健康管理の実態とその関連要

因．第 97回日本産業衛生学会．広島．2024年 5月 

68. 高橋美咲、天笠志保、福島教照、井上茂. 近隣環境が運動嗜好による歩行格差に与える影

響～全国を代表する成人を対象とした横断研究～. 第 35 回日本疫学会学術総会（高知）

2025年 2月 

69. 天笠志保、福島教照、菊池宏幸、井上茂. 運動習慣がない者における歩数の長期的変化：

1995～2019 年の国民健康・栄養調査データを用いた解析. 第 35 回日本疫学会学術総会

（高知）2025年 2月 

70. 天笠志保、井上茂. 日本人成人における場面別の中高強度身体活動の実態. 第 31回日本

行動医学会学術総会（東京）2025年 2月 

71. 進藤美沙、天笠志保、鳥取伸彰. 中学生におけるスポーツ活動参加形態と傷害発生率の関

連. 日本学校保健学会第 70回学術大会（岡山）2024年 11月 

72. 井上茂、天笠志保. 臨床研究におけるウェアラブルデバイスを用いた身体活動評価および

その報告の現状と課題：標準プロトコルの作成に向けて. 第 35回日本臨床スポーツ医学会

学術集会 （新潟）2024年 11月 

73. 佐々木雄大、神野宏司、天笠志保、白倉悠企、児玉康子、尾白有加、藤原武男、村山洋史、

井上茂、菖蒲川由郷. 座位行動の身体活動への置き換えによるサルコペニアとの関連 ‐

NEIGE横断研究. 第 83回日本公衆衛生学会総会（北海道）2024年 10月 

74. 天笠志保. スマートフォン・タブレットを活用した疫学調査～デバイスによるアセスメントや

遠隔調査の可能性～. 第 9回運動と健康：分野横断型勉強会（佐賀） 2024年 9月 

75. 天笠志保. 高齢者を対象にした身体活動・運動ガイド 2023. 第 78回日本体力医学会ランチ

ョンセミナー（佐賀）2024年 9月 

76. 進藤美沙、栗原俊之、天笠志保、鳥取伸彬. 中学生の身体活動量と場面別にみる傷害発生

数の関係. 第 78回日本体力医学会（佐賀）2024年 9月 
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77. 菊池宏幸、天笠志保、小熊祐子、井上茂. 国民の歩数を増加させるためのロジックモデル・

アクションプランの提案～健康日本２１（第三次）推進のために～. 第 26回日本運動疫学会

学術総会（長野）2024年 6月  

78. 町田征己、天笠志保、福島教照、菊池宏幸、井上茂. ラジオ体操の認知率・実施率とその関

連要因～インターネット調査を用いた横断研究～ 第 26回日本運動疫学会学術総会（長野）

2024年 6月  

79. 井上茂、天笠志保、岡浩一朗、小熊祐子、甲斐裕子、岸本裕歩、田中茂穂、中田由夫、石井

香織、原田和弘、前田清司、柴田愛、北濃成樹、西田裕一郎、福島教照、笹井浩行. 加速度

計で評価した日本人成人の身体活動ガイドライン充足率～プロジェクト研究で募集した統計

資料のデータを活用した記述疫学研究～  第26回日本運動疫学会学術総会（長野）2024年

6月  

80. 都築葵、鎌田真光、天笠志保、北湯口純、宮下拓麻、安部孝文、五味達之祐、奥山健太、井

上茂. 身体活動を促進する多面的地域介入の拡大普及研究 ―単群前後比較試験の 6 年

後評価―.  第 26回日本運動疫学会学術総会（長野）2024年 6月  

81. 水上健一、長谷川弓珠、堀天、堀田典生、岡村雪子、福島教照、井上茂、天笠志保、酒井俊

郎. 保護者の身体活動ガイドライン充足は幼児の 24 時間行動ガイドライン充足と関連す

る.  第 26回日本運動疫学会学術総会（長野）2024年 6月  

82. 長谷川弓珠、堀天、堀田典生、酒井俊郎、岡村雪子、福島教照、井上茂、天笠志保、水上健

一. WHO24時間行動ガイドラインの項目別充足状況が幼児の体力・運動能力の変動に及ぼ

す影響. 第 26回日本運動疫学会学術総会（長野）2024年 6月 

83. 天笠志保. モバイルヘルスデバイスを活用した身体活動の評価と促進. 第 60 回日本循環

器病予防学会学術総会（東京）2024年 5月. 

84. 天笠志保、福島教照、菊池宏幸、中谷友樹、田栗正隆、井上茂. 日本人成人における歩数

の格差とその推移~国民健康・栄養調査 1995‐2019のデータを用いた解析~.  第 34回日本

疫学会学術総会（滋賀）2024年 2月. 

85. 西原三佳．多文化共生社会における外国人住民を交えた災害対策の検討．第 83回日本公

衆衛生学会総会．札幌．2024年 10月．（シンポジウム） 

86. 西原三佳、中村安秀、大西眞由美．A 県国際交流協会の取り組みから考える多文化共生社

会を踏まえた外国人防災対策．第 83回日本公衆衛生学会総会．札幌．2024年 10月． 

87. 斉藤典子、西原三佳．中高年期にある日本在住中南米出身者の肥満および関連する生活

習慣についての認識と行動ーインタビューによる質的研究ー．第 34 回日本産業衛生学会

全国協議会．千葉．2024年 10月． 

88. 榎本建志、西原三佳．健康増進事業における企業と自治体の協働可能性の探求ー「協働の

窓モデル」の枠組みからの分析 ー．第 32回日本健康教育学会学術大会．長野．2024年 7
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月． 

89. 深井里帆、山田卓也．A 社における 40歳未満を対象者とした 減量に対する保健指導の実

践報告．第 13回日本公衆衛生看護学会学術集会 2025年 1月  

90. 山田 卓也、根本 裕太、植田 拓也、佐藤 慎一郎、武田 典子、小澤 初美、北畠 義典、福

田 吉治、荒尾 孝．地域在住高齢者における健康無関心とフレイルとの関連．第 83回日本

公衆衛生学会．札幌．2024年 10月 

91. 北畠 義典、佐藤 慎一郎、根本 裕太、山田 卓也、武田 典子、中村 睦美、早川 洋子、小

澤 初美、福田 吉治、荒尾 孝．地域高齢者のクロノタイプと不眠との関連（3 年間の縦断研

究）．第 83回日本公衆衛生学会．札幌．2024年 10月 

92. 大塚文恵、小澤初美、山田卓也、植田拓也、武田典子、佐藤慎一郎、北畠義典、荒尾孝、根

本裕太．高齢者における就労と暮らし向きの組み合わせと健康状態との関連：2 年間の縦

断研究．第 83回日本公衆衛生学会．札幌．2024年 10月 

93. 小澤初美、天野奥津江、山田卓也、植田拓也、武田典子、佐藤慎一郎、北畠義典、荒尾孝、

根本裕太．地域の通いの場への参加状況の変化と社会的つながりの関連：2年間の縦断研

究．第 83回日本公衆衛生学会．札幌．2024年 10月 

94. 天野奥津江、小澤初美、山田卓也、植田拓也、岩澤尚人、小川将、根本裕太．認知症ならび

に軽度認知障害を有する高齢者の ICT機器利用ならびに社会的交流頻度．第 83回日本公

衆衛生学会．札幌．2024年 10月 

95. 中村睦美、佐藤慎一郎、根本裕太、山田卓也、武田典子、北畠義典、丸尾和司、小澤初美、

福田吉治、荒尾孝． 地域在住高齢者における身体活動および座位時間と腰痛発生の関

連；縦断研究．第 42回関東甲信越ブロック理学療法士学会、埼玉．2024年 10月 

96. 石塚亮平、山田卓也、田中元基、植田拓也、小澤初美、根本裕太． フレイル女性高齢者に

おける通いの場参加に影響を及ぼす要因 〜フォーカス・グループ・インタビューによる検

討〜．第 32回日本健康教育学会学術大会、長野．2024年 7月． 

97. 根本裕太、山田卓也、植田拓也、佐藤慎一郎、武田典子、北畠義典、荒尾孝．地域在住高

齢者における主観的経済状況と身体不活動との関連の変化～2019 年・2022 年・2024 年の

連続横断研究～ ． 第 26回日本運動疫学会学術総会、長野．2024年 6月 

98. 山田卓也、石塚亮平、田中元基、植田拓也、笠井貴志、根本裕太． フレイル女性高齢者に

おける通いの場参加の要因（その２） ：フォーカス・グループ・インタビューによる促進要因

の検討．第 66回日本老年社会科学会 2024年 6月  

99. 石塚亮平、山田卓也、田中元基、植田拓也、笠井貴志、根本裕太． フレイル女性高齢者に

おける通いの場参加の要因（その１） ：フォーカス・グループ・インタビューによる阻害要因

の検討．第 66回日本老年社会科学会 2024年 6月  

100. 北井健太、河村明茂、小野慎太郎、山田卓也．すんぷ訪問リハビリコミュニティ「語 Reha゛」
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の活動 第３報 ～福祉用具業者と広げる連携の架け橋～ 

101. 小野慎太郎、河村明茂、北井健太、山田卓也．すんぷ訪問リハビリコミュニティ「語 Reha゛」

の活動 第２報 ～かたりばメンバーの相談と情報共有～ 

102. 河村明茂、北井健太、小野慎太郎、山田卓也．すんぷ訪問リハビリコミュニティ「語 Reha゛」

の活動 第 1報 ～活動開始の経緯と活動の概要～ 

103. 小原崇一郎. 費用効果分析研究、読んでみませんか？ 第 7 回気道管理学会学術集会（札

幌） 2024年 7月 6日 

104. 小原崇一郎. 一麻酔科臨床医×公衆衛生学＝？：臨床医が公衆衛生大学院で学ぶメリットと

デメリット. 第 56回医学教育学会大会（東京） 2024年 8月 9日 

105. 小原崇一郎. これだけは知っておきたい小児の手術室外鎮静・鎮痛. 日本臨床麻酔学会第

44回大会（東京） 2024年 11月 21日 
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の関連．第88回日本温泉気候物理医学会総会・学術集会，別府，5月，2023 

加藤美生, 石川ひろの, 岩橋恒太, 生島嗣, 塩野徳史, 金子典代, 菊地正, 山本朋範, 吉松芙美, 小林

望, 齋藤智也. リスクコミュニケーターとしてのコミュニティヘルスワーカーの役割 エムポックス発

生初期を事例に. ヘルスコミュニケーションウィーク2023（福島）. 2023年 9月. 

菊池宏幸、福島教照、天笠志保、井上茂. 身体活動支援環境評価の簡便な質問紙の開発と妥当性の検討～



公的調査での活用を視野に～. 第25回日本運動疫学会学術総会（名古屋）. 2023年 6月 

久池井寿哉、木下ゆり、黒田藍、伊東尚美、佐藤香菜子、石井なつみ、福田吉治．ふれあいの赤いエプロ

ンプロジェクトは、東北に何をもたらしたのか？福島、当事者視点からの評価：第三者による報告 2．第

31回日本健康教育学会（東京）．2023年 7月 

金森悟，田淵貴大，甲斐裕子．在宅勤務者におけるテレワーク環境と身体症状の関連：JACSIS2021．第96

回日本産業衛生学会．2023年 5月 

金森悟，冨山紀代美，春山康夫．特定保健指導における対面面接と比較したオンライン面接による BMIへ

の影響（第二報）．第 31回日本健康教育学会学術大会．2023年7月 

栗島彬，今井博久．地域フォーミュラリ導入による降圧薬の臨床効果の予備的検証．第２回日本フォーミ

ュラリ学会学術総会，2023年10月，東京． 

桑原恵介, 石塚亮平, 坂本昌彦, 秋山美紀, 加藤美生, 石川ひろの, 清原康介. 保健医療従事者がデジ

タルツールから発信したメッセージが新型コロナウイルス感染症関連アウトカムに及ぼす効果 無作為

化比較試験の系統的レビュー. ヘルスコミュニケーションウィーク 2023（福島）. 2023年 9月. 

桑原恵介、鈴木雅子、山岡和枝、天笠志保. 運動部活動のガイドライン導入後の中学生の運動時間・心肺

持久力の低下：全国調査の公表値を用いた分割時系列デザインによる検討. 日本学校保健学会第 69回学

術大会（東京）2023年11月. 

桑名由佳、崎坂香屋子、福田吉治．災害時避難所衛生管理に係る学校薬剤師からの提言〜HACCP手法によ

る衛生管理〜．第 56回日本薬剤師会学術大会（和歌山）．2023年9月 

高見沢友美、天笠志保、津田洋子、福田吉治. 歩行イベント参加率向上施策の検討～A事業所への取り組

みを通して～. 第96回日本産業衛生学会（宇都宮）. 2023年5月 

黒田藍、木下ゆり、伊東尚美、佐藤香菜子、久池井寿哉、福田吉治．ふれあいの赤いエプロンプロジェク

トが食生活改善推進員の活動にもたらした効果：第三者評価による報告 1 ．第31回日本健康教育学会（東

京）．2023年 7月 

黒田藍、木下ゆり、久地井寿哉、伊東尚美、佐藤香菜子、石井なつみ、伊藤常久、福田吉治．ふれあいの

赤いエプロンプロジェクトの活動内容と効果：事例報告．第 82回日本公衆衛生学会総会（つくば）．2023

年11月 

今井博久，中尾裕之．国民の安全な薬物治療の確立に向けたリフィル制度の実態に関する全国調査（2）．

第82回日本公衆衛生学会総会，2023年11月，つくば市． 

今井博久．公開された学会の地域フォーミュラリ実施ガイドラインの解説～病院薬剤師の役割と安定供給

の後発品推奨薬の選定～．第 33回日本医療薬学会年会，2023年11月，仙台． 

今井博久．厚労省研究班による日本型リフィル制度の方法および地域フォーミュラリの導入～PPI製剤を

例に解説する～．第 17回日本薬局学会学術総会，2023年10月，名古屋． 

根本裕太，佐藤慎一郎，武田典子，山田卓也，笠井貴志，荒尾孝. 地域在住高齢者における身体活動と認



知症発症との関連：多時点観察データを用いた検討．第 82回日本公衆衛生学会総会（つくば）．2023年 11

月 

斎藤杏子, 中本奈那, 川井有紀, 宮田敏, 田淵貴大, 桑原恵介．糖尿病患者における予防的歯科受診と

ヘルスリテラシーの横断研究．第 33回日本疫学会学術総会 2023年 2月2日 

坂本昌彦、石川ひろの、鈴木明日香. 乳幼児を持つ保護者向けヘルスケア情報提供アプリの利用とヘル

スリテラシー. 第82回日本公衆衛生学会総会（つくば）．2023年10月. 

坂本昌彦、鈴木明日香、石川ひろの. 乳幼児を持つ保護者向けヘルスケア情報提供アプリの利用とヘル

スリテラシー.第82回日本公衆衛生学会総会、つくば国際会議場、2023.10.31 - 11.2 

三浦優佳、齋藤由里子、山田幹夫、久池井寿哉、石井なつみ、佐藤香菜子、木下ゆり、黒田藍、福田吉治．

行動変容のため楽しさ・再現性に拘ったレシピ集の特徴と波及～東北復興支援「ふれあいの赤いエプロン

プロジェクト」（第 2報）～．第31回日本健康教育学会（東京）．2023年7月 

三枝貴代、西原三佳、加藤美生、福田吉治．機能性表示食品についての消費者の理解不足と情報リテラシ

ーおよび情報源との関係．第 82回日本公衆衛生学会総会．2023年11月（つくば） 

山田卓也，石塚亮平，小山弘子，福田吉治.  ロジックモデルを活用した理学療法士が関わる健康教育事

業の評価. 第 10回日本地域理学療法学会学術大会（八王子）. 2023年 12月 

山田卓也、杉本九実、武田将、藤原彩子、福田吉治、近藤尚己．職域保健プログラム「健診戦」の効果：

健康関心度別の分析．第 82回日本公衆衛生学会総会（つくば）．2023年11月 

山北満哉，辻大士，金森悟，齋藤順子，甲斐裕子，谷友香子，藤原武男，近藤尚己，近藤克則．ライフコ

ースにおけるスポーツ参加の軌跡と認知症発症の関連：JAGES2016−19縦断研究．第 82回日本公衆衛生学

会総会．2023年 10－11月 

児玉康子、村山洋史、天笠志保、井上茂、菖蒲川由郷. 豪雪地域における冬期の介護予防事業の評価. 第

82回日本公衆衛生学会総会（つくば）. 2023年11月. 

上野治香, 石川ひろの, 高山智子, 加藤美生, 奥原剛, 岡田宏子, 木内貴弘. 外来経口抗がん剤患者の

薬物療法の情報共有における患者-医療者間コミュニケーションについて. ヘルスコミュニケーションウ

ィーク2023（福島）. 2023年9月. 

森まりも、天笠志保、福島教照、井上茂、鎌田真光. iPhone のスクリーンショット画像解析による歩数

情報読み取りツールの開発と検証. 第 25回日本運動疫学会学術総会（名古屋）. 2023年6月 

杉山昌幸, 山田卓也, 高橋雅亮, 遠藤志保, 大石法子. ナッジ理論を活用した補講「チョイ練」の取り組

み. 第12回日本理学療法教育学会（大宮）. 2023年12月 

杉本九実, 石川ひろの, 福田吉治. 保健指導を効果的に実施するためのガイドブック「保健指導を成功さ

せる15のしとじ」の作成と公開に関する報告. ヘルスコミュニケーションウィーク 2023（福島）. 2023

年 9月. 

杉本九実，石倉恭子，熊谷麻紀，金森悟，渋谷克彦，津田洋子，福田吉治．参加型学習を取り入れた看護



学部における産業保健教育の実践．第 96回日本産業衛生学会．2023年 5月 

石川ひろの, 加藤美生, 宮脇梨奈, 河村洋子. 大学生のデジタル・ヘルスリテラシー 日米印比較調査. 

ヘルスコミュニケーションウィーク 2023（福島）. 2023年9月. 

石塚亮平, 泉美帆子, 鈴木明日香, 福田吉治, 佐藤真治. 社会的孤立のリスクが高い都市部在住の高齢

者に対する社会的処方-リンクワーカーによる社会参加促進活動の実践-.日本健康教育学会誌 

31(Suppl.) 117-117 2023年 7月   

石田和也, 中村日果梨, 鈴木萌, 小野伸恵, 谷田部緑, 塩谷さおり, 宮田敏, 谷田部淳一．高血圧オン

ライン診療による治療コンプライアンス向上に関する検討．第 45回日本高血圧学会総会 2023年9月 

川井有紀, 桑原恵介, 宮田敏, 本多融, 山本修一郎, 中川徹, 溝上哲也．労働者における慢性腎臓病発

症のリスクスコアの開発と判別能の評価．第 96回日本産業衛生学会 2023年 5月10日 

大久保由美子、藤倉輝道、石川ひろの、菊川誠、武冨貴久子、田川まさみ、今福輪太郎．医学教育研究の

基本を学ぶワークショップ．第 55回日本医学教育学会大会（長崎）. 2023年 7月 

大橋千秋、西沢蓉子、杉本九実、福田吉治．歯科受診行動と健康関心度の関連：インターネットを用いた

全国調査の分析から．第 31回日本健康教育学会（東京）．2023年7月 

大脇和浩．都道府県別にみた温泉資源と精神疾患との関連．第 82 回日本公衆衛生学会総会，つくば市，

10月，2023 

大脇和浩．都道府県別にみた温泉資源と脳血管疾患との関連．日本脳神経外科学会第 82 回学術総会，横

浜，10月，2023 

大脇和浩．都道府県別にみた温泉資源と皮膚疾患との関連．第 88 回日本温泉気候物理医学会総会・学術

集会，別府，5月，2023 

中尾裕之，今井博久．国民の安全な薬物治療の確立に向けたリフィル制度の実態に関する全国調査（1）．

第82回日本公衆衛生学会総会，2023年11月，つくば市． 

長谷川弓珠、堀田典生、酒井俊郎、岡村雪子、伊藤祐希、 堀天、福島教照、井上茂、天笠志保、水上健一. 

幼児の24時間行動ガイドライン充足者に関する記述疫学的検討. 第 25回日本運動疫学会学術総会（名古

屋）. 2023年 6月 

津田洋子、奥田篤史、中村修、東久保 1一朗、河井一明、森浩、荻野博幸、認定オキュペイショナルハイ

ジニスト（COH）に求められる能力・技術の探索事例、第 96回日本産業衛生学会（宇都宮）、2023年 5月

10日〜12日 

津野陽子、渋谷克彦、尾形裕也．健康経営度調査結果による健康経営の効果検証指標の探索．第 96 回日

本産業衛生学会（宇都宮）．2023年 5月 

塚田圭輔, 安井洋一, 中山哲, 米澤圭祐, 萩原卓馬, 冬室純子, 菊池智美, 宮田敏, 河野博隆, 宮本亘．

Virtual reality(VR)を用いた個人防護具着脱法研修は実物研修と同等の研修効果がある 無作為化オー

プンラベル比較試験．日本整形外科学会雑誌 97(3) S1054-S1054 2023年 3月 



辻大士，横山芽衣子，金森悟，田淵貴大，近藤克則．高齢者の運動・スポーツの会参加の社会経済格差の

経年推移と関連要因．第 82回日本公衆衛生学会総会．2023年10－11月 

天笠志保、荒神裕之、菊池宏幸. 医療安全支援センターにおける設置主体別の相談内容の傾向. 第 82回

日本公衆衛生学会総会（つくば）. 2023年 11月. 

天笠志保、福島教照、菊池宏幸、井上茂. 職業分類別の歩数：国民健康・栄養調査 2001-2019年のデータ

を用いた記述疫学研究. 第30回日本行動医学会学術総会.（東京）2023年12月. 

天笠志保、福島教照、菊池宏幸、中谷友樹、田栗正隆、井上茂. 日本人成人における歩数の格差とその推

移~国民健康・栄養調査 1995-2019のデータを用いた解析~.  第34回日本疫学会学術総会（大津）2024年

2月. 

田中佳織，大脇和浩．日本とアメリカのワクチン副反応データベースの比較．第 82 回日本公衆衛生学会

総会，つくば市，10月，2023 

田中惣太郎、井上まり子、山岡和枝. 後ろ向きコホートデータを用いた児童虐待の一時 保護再発リスク

予測モデルの開発．第 82回日本公衆衛生学会総会（つくば）．2023年11月 

都築葵、鎌田真光、天笠志保、北湯口純、安部孝文、井上茂. 身体活動を促進する多面的地域介入の拡大

普及研究. 第 25回日本運動疫学会学術総会（名古屋）. 2023年 6月 

奈良香菜子、天笠志保、福島教照、井上茂. 加速度計で測定された労働者の身体活動量の実態と格差. 第

82回日本公衆衛生学会総会（つくば）. 2023年11月. 

奈良香菜子、天笠志保、福島教照、井上茂. 加速度計を用いた労働者の通勤手段と仕事の種類による身体

活動量の比較. 第25回日本運動疫学会学術総会（名古屋）. 2023年 6月 

尾田恵、杉本九実、福田吉治．インテリア専門職による公衆衛生活動の実践～大学内コワーキングスペー

スの事例から～．第 82回日本公衆衛生学会総会（つくば）．2023年11月 

武田裕子、岩田一成、新居みどり、石川ひろの、張蒹、イ ティンザ キン、楊雅智．医学・医療系学生や

医療者に「やさしい日本語」がなぜ必要か．第 55回日本医学教育学会大会（長崎）. 2023年 7月.（シ

ンポジウム） 

武内一真、鈴木明日香、松浦正明. 深層学習における説明変数の寄与度の評価 -乳癌関連VUSに対する機

能予測結果への応用-. 第33回日本疫学会学術総会、アクトシティ浜松、2023年2月3日. 

福島教照、天笠志保、菊池宏幸、町田征己、井上茂. 高血圧者における性、年齢階級、血圧区分別にみた

運動実践者の割合：国民健康・栄養調査 2013-2018年のデータを用いた記述疫学的検討. 第45回日本高

血圧学会総会（大阪）. 2023年9月 

米山剛、高橋梢、杉山聡、金城謙太郎、福田吉治．子宮頸がん検診が医療経済と病変進行に与える影響：

レセプトを用いた後ろ向き観察研究．第 82回日本公衆衛生学会総会（つくば）．2023年 11月 

矢野綾, 石川ひろの, 加藤美生, 宮脇梨奈. 成人女性のHPVワクチン接種意向とヘルスリテラシー、ワク

チンへの信頼度との関連. ヘルスコミュニケーションウィーク 2023（福島）. 2023年9月 



鈴木明日香、 武内一真、浦崎航、砂田成章、三木義男、 松浦正明. 深層学習における説明変数の寄与度

の評価―乳癌関連 VUS に対する機能予測結果への応用―．2023 年度日本計量生物学会年会、北海道大学 

学術交流会館講堂、2023年4月20日～21日、2023年4月21日  

櫻井ともえ, 石田佐知, 蔵谷紀文, 鈴木明日香. 小児麻酔危機管理シミュレーション研修の開始が周術

期偶発症・インシデント報告数に与えた影響:前後比較研究.  日本麻酔科学会学術集会(Web) 70th 2023

年   

齋藤由里子、三浦優佳、山田幹夫、久池井寿哉、石井なつみ、佐藤香菜子、木下ゆり、黒田藍、福田吉治．

地域の多様な主体との 8年半の連続活動報告および今後の展望～東北復興支援「ふれあいの赤いエプロン

プロジェクト」（第 1報）～．第31回日本健康教育学会（東京）．2023年7月 

髙木龍希、鈴木明日香.  COVID 19 パンデミック初年度のがん手術減少の地域間格差と二次医療圏の医療

供給体制との関連.日本臨床疫学会第6回年次学術大会（東京、2023.11.11-12）、発表日：11月11日(土) 
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